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Ƥơ UCǪǰóvĎ�ȼɌȡɈɃǻǴǝǶƞ

ƞ

1-1. AEARU ǸǽɛThe Association of East Asian Research Universities
ƬƯƬƸƻɒŞȆÅɛȖȘɑɊɓǽǖØȖȧȖ Ƨ ǡh Ƥƪ ǼĚĢky�Ƿà§ǩȑȐhƌy�ų

\ǷǬǗjmĔɐÂMĔǺƗ�¢ȔÐǪǖǩȎǻ�ŊĚĢǼ<ſǻǠǝǶȉ6ŲǼƉ�Ȕ²

ǴØȖȧȖǼ	ŌǺy�ȔıƍǪǖĚĢĸǠȍȀ�ĈǼ�ñǖ6]ĚĢȼɌȧșȠȲǼ¹ŵǖ

�ŦɐɍɑȠȦɇȮȼǼƇ-ǺǹȔŉǳǶǝȅǬǗÈÕǡȎǽǖÕ�ǼȄǡǖyƊy�ǖ�Ży

�ǖØNy�ǖØ�y�ǖĨïy�Ǽœ Ʃ ÚǢUCǪǶǝȅǬǗƞ

ƞ

1-2. AEARU Student Summer Camp 2016Ǽßď 
ĞǢUCǪǰ ƬƯƬƸƻ Üǽǖ�hy�ǼÎƝ�ǖN�y�ǻǶȚɎȧȴȖɉɎȡȔ�ȁ

ȡɌɑȶɊȤɁɑȞɅɎȼǷǬǗǧǼȼɌȡɈɃǽǖƦ ŴƈǡǥǶ Ƥ Ǵȅǰǽ ƥ ǴǼɋȠȭɅɑ

ȔZţǪǯǼR�Ȕ)�ǬȐǧǸǷhƌİƜȔġȇǧǸȔĕĔǸǪȅǬǗȼɌȡɈɃǻǽȚɎȧ

ȴȖɉɎȡǻƉǬȐȣɑȨǢǜȐ�ǖ�čİõȊ�hĆőǻǴǝǶǼȣɑȨȉĉ¥ǩȑǖ�č

ǷðŬǬȐ�ÖǸǪǶ�ŌǺQ]¢ȊhƌBȔnǝȅǬǗƞ

UCĸǽǖ�8Źķǻȍȏ ƥ^ŹǾȑȅǪǰƟƦÏɜȼɌȡɈɃƇ{ ƦɏÏAƠǗŹǾȑǰUC

ĸǼŨĉɒÆŨǖûiŨǖUCēƄÃħɓǽǖy�Ǣŧ±ǪǶǤǱǩǝȅǪǰǗɄɎȶɑǽɖɔ

�ǠȏǖǯǼǞǲÈÕ�ǽɘ�ǷǪǰǗƞ

ƬƯƬƸƻ ǽN�y�ǢƇ-ǬȐȤɁɑȞɅɎȼǔƱǇǊƿǂǒƞ ƴǇǏǈǂǍǎǂǌǕǼ Ƥ ǴǷǖ�ƌǻN�

y�ǻĎ�ȔǸȉǻǪǰ�Ĉǽ ƨƣƣ ���ǝȅǪǰǗhīȉØȖȧȖǻĎȅȎǭǖĞǢ�ñǪ

ǰ�ĈǻǽȖɄɉȜǖȨȘȨǖȴɆɑȧɑɈɎȳ;ŭǼÅȉǝȅǪǰǗ]ǫȣɑȨȔZţǬȐǰȈǖ

ƬƯƬƸƻ Ǽ�ĈǼȆǺȎǭw�ǺhƌĔ�ñȔİƜǬȐǧǸǢǷǣȅǪǰǗƞ

ƞ ƞ

1-3. AEARUǼȼɌȡɈɃ8� 
ƞ ƬƯƬƸƻ Ƿǽ5ɕɘǼȣɑȨǡȎ ƥ ǴȅǷȣɑȨȔŹ°ǪZţǬȐǧǸǢǷǣȅǬǗǯǼ�ǻȉ

țȼȦɇɎȣɑȨǢĉ¥ǩȑǶǠȏǖɌȿȮȲȣɎȰȨȲǖi��ÜŖcǖȺȗɑɊȳȲɉȮȼǖǩȎ

ǻ�hǼ^ªǖÂMǖ�ĲŃĻǖ�ŇÃĆȔřȈůȕǱȼɋȲɉȮȼǺǹǢǜȏȅǪǰƟf ƤơƠǗ

ɌȿȮȲȣɎȰȨȲǻUCǪǰW�ǽǖŊȊĘŤǢôȅǳǰǧǸǽȉǲȒȕǖɌȿȮȲȔ!ȏ�

ǦȐŉĠȔƛøȊȖɄɉȜǼĎ�ĈǸ6]ǷǣǰǧǸǢ ȍȏǼĬǻǺǳǰǸŒǳǶǝȅǪǰǗƞ
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ƞ

f Ƥơƞ ƬƯƬƸƻƟƱǇǊƿǂǒƞƴǏǇǈǂǍǎǂǌ Ȕ`ȇƠǼȼɌȡɈɃ8�ƞ

ƞ

ƞ

ƥơ Ď�AǼú,ðHVȀĎ�8�ƞ

ƞ

2-1. Ď�Aǻŉǳǰú,ðH 
² Ď�2£pƞ

ƞ ±�³�¾bǢ�hǻȍǤ;�ǩȑǶǝǰǯǞǺǼǷǖģøǡȎy�ȅǷǼğH«åǻj

�ƂǢǠǬǬȈǷǜȐǧǸǖj�ƂǼ>ĉÅîǖN�Ǽë�ǖeǳǰǸǣǻƕȐ2Ĉɒ�dǼ

ȼɌȡɈɃǸǽĐǺȐy�ǼÅɓǺǹȔ¾ǟǶǝǰǱǣȅǪǰǗȅǰǖWŷǼĎ�ĈȊĎ�İƜ

ĸǡȎǖĎ�Íǻ²ǳǶǝǤǸ%>ǺȉǼǖĎ�2ǻĹǝǶǠǤǸȍǝǧǸƟ�ľǼ�ĭĂìƠǺ

ǹǼ£pȔĹǣȅǪǰǗǩȎǻǖÆŉÕǙjąǼäǣÅǚȔŞȆǖoÕĔ�h£ǖÈÕǷǬȐ

ȃǣ«ĳǣǖ²ǳǶǝǤŅĀǺǹȔ®¼ǪȅǪǰǗƞ

² �Ɔ<ſɐŝ�G�ƞ

ƞ �Ɔ<ſǼ2ĈǻǠǬǬȈǩȑǰÕȔ�:ŞȆȅǪǰǗńŝǽØ�yǷƇ-ǩȑǶǝȐ

ǙƺǄǅǉǆƞ ƬǌǊǏǉǁƞ ƵǏǉǀǄǚǻUCǪG�ǪȅǪǰǗȅǰǖĎ�ĈǸȉǖƎśǼÑŞǻȍȏĒƔǼũ

ȔƝȈȐȍǞEȈȅǪǰǗƞ

² ȸȥY�Åîƞ
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ƞ �hy"ƚǷǽ*�ċšȔYȏ¬ǳǶǝȅǮȕǗy"ƚǢ³�ǬȐÆŉ�ĝǻ|ŔǪY

�ǪȅǪǰǗĎ�ɕɏÏAǻċšǪǖċš�ɕŴƈĠǷ«0ǻ�ǣȅǪǰǗȍȏęÍƈǷY�Ǭ

ȐǧǸȉ[ĻǷǬǢǖűCÃƁǢ�ŌǸǼǧǸǷǪǰǗƞ

² ��Ǽ¸ǪÅƞ

ƞ N�y�Ǣĉ¥Ǫǰy�Áj8Ǽy�ªÐ�ľǻ�íǪǶǝȅǪǰǗƓh;ŭǼɊɑɃɄ

ȘȲǢɕ�ǠȏǖƙȊēÚȔ6ǻǬȐǧǸǷā=ǺƉ&ȔĪǤǧǸǢǷǣȅǪǰǗŨĉǽÕ�

Ǣŧ±ǪǶǤǱǩǝȅǪǰǗŹ°ĺǸǪǶ�vǼȾȰɊɒÐÃɓȉċǪůȆ[ĻǷǖ¶ÜǢŉȓ

ȑȐÓƈǼA�ǷǼûiȉ[ĻǺǰȈǖy�vǷǼhƌİƜȔÄÇǪǶǤȑǶǝȅǪǰǗƞ

ƞ

2-2. ȼɌȡɈɃ8� 
ƞ ȼɌȡɈɃǽɋȠȭɅɑȊțȼȦɇɎȣɑȨǺǹǢĉ¥ǩȑǶǝȅǪǰǢǖ�ǻȉ�ñȔôȈ

ȐqǸǪǶwǤǼȘȽɎȲǢ�ČǩȑǶǝȅǪǰǗ�ǷȉĞǢUCǪǰȘȽɎȲȔ�ŕǻµǦȅ

ǬǗƞ

ü ƶǌǅǂǉǎƾǎǅǊǉɒȼɌȡɈɃƇ{ɕÈAɖɕÈɓƞ

ü ƽǂǇǀǊǈǂƞǋƾǌǎǓɒȼɌȡɈɃɗÈĕƢɖɕÈɓƞ

ü ŃŊOŖcȶȨȯȖɑɒȼɌȡɈɃɘÈĕƢɖɕÈɓƞ

ü ƲƾǋǋǓƞǄǊǏǌɒȼɌȡɈɃɚÈĕƢɖɕÈɓƞ

ü �ŽǼƅlȶȨȯȖɑɒȼɌȡɈɃɕɖÈĕƢɖɕÈɓƞ

ü ƮǏǈǋǇǅǉǃ ǵǤȏ�ƜɒȼɌȡɈɃɕɗÈĕƢɖɕÈɓƞ

ü ưƾǌǂǑǂǇǇƞǋƾǌǎǓɒȼɌȡɈɃɕəÈĕƢɖɕÈɓƞ

ƞ

ǧǼ�ǻȉȣɎȤɑȲȊȱȗȽɑȲǺǹǢƇ-ǩȑǶǝǰȏǖȼɌȡɈɃĮ
�ǻźvŖcǺǹ

ǢǜȏȅǪǰǗǯǼǰȈǖĎ�A�ǽĄjǻûiǬȐȋǸȏǜȐÈĠȔįȕǷƘŉâȔ«żǪ

ǶǠǥǾȍǡǳǰǺǸ¡ǝȅǪǰǗƞ

ƞ

2-3. Ď�Ũĉ 
² ;Ũƞ

ƞ ÷ĿŨ ƨ �9ǖȼɌȡɈɃUCŨ ƨƣƣƣ 9ǖĈðŨ Ʀ � ƨƣƣƣ 9ǖ��Ũ ƣ 9ǖ'ƋÃ Ƥ �

ƨƣƣƣ 9ǖƼǅǍƾƤ �9ƞ

² X4ƞ

z�ƁɒØ�yoƁɓƩ �ƞ

ƞ

2-4. Ď�2ǷǼŝ�Ăì 
ƞ Ď�AǼ ƺƶƯƳƭ ŝ�ŘƜǽǖƨƥƣ þĠ�ǷǪǰǗĎ�ǬȐǻǽǡǺȏ�ǝþ¿ǱǸ¡ǝȅ

ǬǢǖAǻvh�ǸǼȣɂɆȴȢɑȦɇɎȔǽǡȏ�ŪĔǺĵĶȔġȕǷǠǥǾǖāǻcƖ

ǜȏȅǮȕǷǪǰǗƞ
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2-5. R�Ŝ� 
ƞ Ď��ǻZţǪǰ¶ÜǻǴǝǶǖN�y�ǼR�ȔĶ�ǬȐǰȈǻ�ŌǺŗ$ȔȆǰǬǧ

ǸǢǷǣǰǰȈÿǻR�ȔY�ǪȅǪǰǗǪǡǪǺǢȎǖY�ǪǰR�ǼŜ�ȔØ�yǷŉ

Ǟ��ǽǜȏȅǮȕǗĆĊǽǖǬǷǻĞǽ)
Ō�ȔùǰǪǶǝȐǼǷǖċšǬȐ�Ō¢Ȕ¦

ǫǺǝǰȈǷǬǗƞ

ƞ

ƞ

Ʀơ ȼɌȡɈɃǻUCǪǰ¦¤ƞ

ƞ

3-1. ûi�ǼG�ǻǴǝǶǼ¦¤ 
ǙƷǄǊǎǊǐǊǇǎƾǅǀǍƫƞ ƹǊǇƾǌƞ ƯǉǂǌǃǓǚǸǝǞǖňļ3ƐéǻǴǝǶȱȶȘȨĀĆ�ǼĆőȔôȈȐ

ɋȠȭɅɑȔZţǪȅǪǰǗ¶ÜǽĒƐȦȨȰɃǻȍȐȪɑɈɑȚȵɊȟɑǡȎȚɋȠȲɌȴȮȠ

ȚȵɊȟɑȂǼu»ǼSĆĆőȊoĜĔœĩǻȍȐ�ƀMǺǹȔŉǝǖ��ĔǺȱȶȘȨ

ĆőȔôȈȅǪǰǗĽ<Ǽ�Ɔ<ſǸĐǺȐǰȈǖG�ǽǸǶȉyuǷǪǰǢǖĎ�Ĉ]tǷ

Dǥ\ǞǧǸǷǖȚɎȧȴȖĻBǸǸȉǻhƌ�ñBǼoĜȔĪǤǧǸǢǷǣǖyu1�Ǫǰɋ

ȠȭɅɑǷǪǰǗæÈşǩȑȐşƖǽǯǼÈǼ�ĶǸǺȐǱǥǷǺǤǧȑȅǷǼĘŤȔūȅǟ

ǺǥȑǾőǥǺǝcƖȉwǤ`ȅȑǶǝǰǰȈǖóvǸÈÕǸǷɋȠȭɅɑǼɋȽɊǢĐǺȐ

ǧǸȔđ¦ǪǖÈǘĽ�ĽĶǻFȆȅǪǰǗĎ�Ĉ�ƈȊ¾�ǻǝȐN�y�ĈǸ�ñǬȐ

�ǷÎȉ@ýǻǺǳǰǧǸǽǖȖȧȖǼǖāǻN�y�Ǽ�ĈǽG�ǻ�ǪǶƑ�ǻKGǺ

}JǷǜȐǧǸǢȨȫɎȬɑȳǷǜȐǖǸǝǞ�ȔĘǳǰǧǸǷǬǗ�×Ǽ/Ȕ¡ǝºǣǖǯǼ

�Ąǻ_ǥG�ǻÌxÍƈȔǝǸȓǺǝ}ǽĞȔǽǫȈǖwǤǼÈÕ�ĈȉōĶǞȃǣ}J

ǱǸ�Ǥ¦ǫȅǪǰǗƞ

ƞ

f ƥơƞZţǪǰɋȠȭɅɑǼßŌVȀ�ȕǱǧǸƞ
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3-2. ûi�ǼG��vǼ¦¤ 
ƞ ĄjǼ�ǼĈðȔŭŰǻ¦ǫȐǰȈǻǖáǘǺ�ǸǼȣɂɆȴȢɑȦɇɎȔ¥ŤĔǻŉǝȅ

ǪǰǗǯǼĕĔǼƤǴǸǪǶǖhç¢Ȕ¦ǫǰǝǸǝǞ¡ǝǢǜȏȅǬǗy�ĈðȔǸǳǶȆǶȉ

ÈÕǸĐǺȐþǢ¿ǟȎȑǺǝȄǹǜǳǰǧǸǡȎǖN�Ǽ�ǽǹȕǺ�ǺǼǡǖÈÕ�Ǹ7

�ĔǻǹǼȍǞǻŸǞǼǡĘȐȃǤǖN�y�Ǽ�ĈǖƅÓĎ�Ĉǖ2ĈǸġÝĔǻȼɈȘȽ

ɑȲǺ�ŚȔÞǪȇȍǞ�·ǥȅǪǰǗĞǢ¦ǫǰhç¢ǽ�ǝĽ¨ǷǬǗĥ�¥ŤǢ�Ǥǖ

¨2ǻHǣǖĽ<ǼěgǰȐ¥ ȔȉǳǶǝȐ�ǢwǘōZǥȎȑȅǪǰǗǧȑǽǖņyǺ¿

Ǽ�ȔIǲ¯ǤǰȈǻ�Ō�[ãǷǜȏǖÿ¥ŤǻnȓȑǶǣǰǼǱȒǞǺǸ¡ǝȅǪǰǗ�

ŀĔǻÈÕ�ǽ]ŠǼ}JǢ�ǝǸĞǽ¡ǝȅǬǗǧȑǽĽ<ǻĽ(Ǣ²ǶǺǝǧǸǡȎǣ

ǶǝȐǸ¡ǞǼǷǬǢǖ�h�ǼȍǞǻǖ��ǻ�ǥȔYȎǭǻĤǣŵȇ}JȔōĶǞǧǸǷŬ

ŵĔǺ§ƅǢĈȆ;ǩȑȐǼǷǽǺǝǡǺǸ¡ǝȅǪǰǗƞ

ƞ



7 

3-3. Ď�ȔĮǟǶǖĽ<ĽŭǼ§ƅȔ�¦ǪǰȚȹȪɑȳ 
óvĎ�ǽĞȔ�ƈĔǻ§ƅǩǮǶǤȑȅǪǰǗĽ<Ǽ�čǢ�ǢȏǖȞɅȷȦȰȗɑǢ�Ǣ

ǳǰǸǝǞǧǸȔ�¦ǪǶǝȅǬǗęÓĎ�ǷȉP<ǻ§ƅǷǣȐǼǡǖǸ��ǻ¡ǞǸǧȒȉǜ

ȏȅǪǰǗǪǡǪǖÈÕǻŏǪȆǼǺǝvh�ǸŚǪǰȏǖńŝǷ¶ÜȔZǥǰȏǖɊɑɃɄȘȲ

ǸæÈłȕǺŚȔǬȐǱǥǷǖǧȕǺ�čǢǜȐȕǱǺǛǸĘǳǰȏǖǧȑȅǷèǵǡǺǡǳǰ

ÈÕǸóvǼŸǝǻèǵǝǰȏǬȐǧǸǢǜȏȅǪǰǗȅǰǖńŝǷ�ǻŚǪǡǥȐǧǸǷǖȦɅ

ȘǱǸ¡ǳǶǝǰĽ<ǼġÝĔǺ�ƒǻèǵǝǰǖǺȕǶǧǸȉǜȏȅǪǰǗ¿ŴƈûiǬȐǸǖ

ǩȎǻĄjǼá~ȉȍǤ<ǡǳǶǣǶǖȉǳǸĽ<ȊÈÕȔĦ�ĸĔǺĕǷōȑȐǖǬǺȓǲ

{þǢė�MǩȑȐȍǞǻǺȏȅǪǰǗǧȑȎǽǬȃǶǖóvǸǝǞÔĘǼ�čǻƘȀ;ǬǧǸ

Ƿ�ȅǷǼĽ<ǻǺǡǳǰŎþȔ�ȐǸǝǞǧǸǖǴȅȏ$+ŐǼ�ǢȏǷǜȏǖ�ƈǸǪǶ§

ƅǷǣǰǼǷǽǺǝǡǸ¡ǝȅǬǗƞ

ƞ

3-4. Ď�İƜȔ��ǖǹǼȍǞǻðǡǪǰǝǡ 
Ğǽǖ�×ǽM�ĚĢĸǸǪǶȡɌɑȶɊǻðŬǬȐǧǸȔ�ÒǪǶǠȏǖǿǝǶǽhƌƇĒ

ǻ½ȓȐǧǸȔķǟǶǝȅǬǗǪǰǢǳǶǖĎ��ǼG�ȔŲǫǶ�ǰćrȱȶȘȨǻƉǬȐ

ĘŤǽǖ�×ĝ��ǸǪǶćrcƖǸM�ĔƇĒǢ�ƃǬȐqƒǻǠǥȐcƖǻĖƒǪǰ

ƌǻǖǯȑȔķ�ǬȐoÕĔŎþǸǪǶ>ĉǬȐǧǸǢǷǣȐǷǪȌǞǗǩȎǻǖG�ȔŲǫǶ_

�ǩǮǰńŝBǖǬǺȓǲǖńŝǼÂăȔŞȆ<ÙǬȐBǖ<ÙǪǰȉǼȔńŝǷȅǸȈȐBǖ

hīǼĐǺȐ�ǢƍȅȐ�ǷńŝȔĉǝǶŦŢȔǪǖ¥ōȔŒǞBǖĽ<Ǽ¥ōȊÛȔȼɋ

ȩɎȰɑȦɇɎǬȐBǽǖ#ǟǾhƌĔŊĸǸǪǶóvÛ�ǻ½ȓȐ�ǷĈǡǬǧǸǢǷǣ
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１．プログラムについて 

ＡＥＡＲＵ（東アジア研究型大学協会）とは、1996 年に大学間の学生交流や連携研究を推進する

ことを目的に、東アジアの研究型大学の学長が意見交換を行うフォーラムとして設立された組織で

す。現在は、中国、香港、日本、韓国、台湾の 18 の大学が加盟しており、日本で加盟している大学

は京都大学、大阪大学、東北大学、東京工業大学、東京大学、筑波大学の６校です。 
今回は工学系分野がテーマになっており、北京大学で 7 月 3 日(日)から同月 22 日(金)の間に開催

されました。自分が確認した範囲内では京都大学が１名、東京工業大学が２名、筑波大学が２名参

加していました。午前（8:00~11:00）と午後（13:00~16:00）に授業があり、自分で授業を午前と午

後から一つずつ選んで参加する形になっていました。授業は経済学、生物学、流体力学など多岐に

渡っており、講師はヨーロッパやオーストラリア、アメリカなどの大学教授が担当し、授業は非常

に内容の濃いものでした。 
 

２．１日の大雑把な過ごし方 
 サマーキャンプ後半には下のような過ごし方を確立しました。前半は留学生活に慣れておらず、

学生食堂が夕方に開いていることを知らなかったり、大学の施設では夜に勉強してはいけないと思

っていたりしたので、下記とは異なっていました。 
 土日は授業がないので、8:00~11:00 は大学で勉強したり、清華大学に行ったり、等々しました。

また、知り合いになった留学生と食事に出かけたことがあったので、この通りにはならない日もあ

りました。 
時間 スケジュール 備考 
6:30~7:00 起床。一日の準備をする。 

 
朝食は大学内のお店で買ったものを食べた。 

8:00~11:00 授業。一時間ごとに 10 分

間の休憩が入る。 
自分は流体力学の講義を選択した。宿泊所から大

学までは 15 分もかからない。 
12:00~13:00 学生食堂で昼食。 学生食堂は場所にもよるが、この時間と夕方に開

いている。 
13:00~17:00 北京大学内で飲食物や日

用品を買い、宿泊所に戻

る。 

学生証にお金をチャージし、学生食堂や学内のお

店で利用する。非常に便利！ 

17:00~18:00 夕食。 学生食堂で食事。 
19:00~22:00 北京大学内で勉強。 北京大学の理科教学楼で授業の復習と大学院入試

の勉強をした。22:30 まで建物は利用可能であり、

多くの中国人が夜遅くまで勉強していた。 
22:30~24:00 就寝  

 ちなみに、宿泊施設は北京大学中关新园です。 



３．イベントに関して 
1 日目(7 月 3 日)： 
 夕方オリエンテーションに参加する予定でしたが、トラブルが起きて自分は参加できませんでし

た。また、この日のうちに事務登録をしなければならないのですが、それもできませんでした。後

日留学生の助けを借りて登録を済ませました。 
5 日目(7 月 7 日)： 
 夜に歓迎パーティがありました。オーストラリアの留学生と仲良くなりました。パーティは立食

形式になっており、後半に出し物がありました。 
 

４．プログラムを通じて感じたこと 
 自分は英語が苦手であり、当初は留学が無事に済むか不安でいっぱいでした。また、サマーキャ

ンプ 1 週目には様々なトラブルがあり、中国に行ったことを後悔してしまいました。そんな時に助

けてくれたのは同じ部屋に泊まっていた韓国人の留学生でした。彼がいなっかたら、登録手続きに

苦労し、三週間の留学がとても苦痛になっていたでしょう。 
 韓国人の留学生とよく喋っていたので、あまり多くの留学生と自分は話すことができませんでし

た。もう少し多くの方と話したかったです。 
 約一か月後に大学院入試を控えていたので、留学中はよく勉強をしていました。勉強ばかりして

いたため、土日にどこか遠くへ行くようなことはしませんでした。また、留学生と食事する機会も

少なかったです。しかし、北京大学内で勉強することはとても楽しかったです。なぜなら北京の学

生は熱意があり、彼らは夜遅くまで勉強していたからです。彼らと一緒に勉強することで勉強への

熱意は覚めることがありませんでした。これは東工大では体験できないことだと思います。 
 普通に考えたら大学院入試の前に留学へ行くなんて自殺行為に等しいことです。日本で勉強に専

念する方が良いように思われます。私の場合は違います。新しい環境での勉強はとても面白いもの

です。実をいうと、留学に行く前は大学院に行くかどうか自信が持てなかったのですが、歓迎パー

ティで出会ったオーストラリアの留学生の一言が自信を持たせてくれたのです。彼はそのつもりは

全くなかったと思いますが、私にとっては重要な一言です。出会った留学生は少ないですが、その

一人ひとり私にはかけがいのない友人ばかりです。 


